
基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60
【投信協会商品分類】　追加型投信／内外／資産複合　　　　　【設定日】　2000年7月31日　　　　　【決算日】　原則7月15日　　　

◆

◆

◆

◆

※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

当該業務に関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されていま
す。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉに帰属しており、無断複製・
転載等を禁じます。

「投資信託／総合部門」の各カテゴリーは、受賞運用会社の該当ファンドの平均的な運用実績を評
価したもので、受賞運用会社の全ての個別ファンドについて運用実績が優れていることを示すもの
ではありません。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただ
し、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するものではありません）の提供を目的としてお
り、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありませ
ん。

当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に
規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。

「ハッピーエイジング 60 」が、Ｒ＆Ｉファンド大賞2018 を受賞しました。 
iDeCo・DC バランス安定部門 「最優秀ファンド賞」 

NISA バランス安定部門 「優秀ファンド賞」 

「Ｒ＆Ｉファンド大賞2018 」  
iDeCo・DC  バランス安定部門 「最優秀ファンド賞」 

NISA バランス安定部門 「優秀ファンド賞」 

20枚組の1枚目です



基準日：　2019年1月31日
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※ 基準価額（税引前分配金再投資）は、分配実績があった場合に、税引前の分配金を決算日の基準価額で再投
資したものとして計算しております（以下同じ）。 

※ 基準価額及び基準価額（税引前分配金再投資）の計算において信託報酬（後掲「ファンドの費用」参照）は控除
されております（以下同じ）。 

※ ベンチマークの推移は、表示期間の期首の基準価額（税引前分配金再投資）をもとに委託会社にて指数化したも
のを使用しております。 

※ 分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及び基準価額(税引前分配
金再投資)のグラフが重なって表示される場合があります。 

基準価額および純資産総額

基準価額 13,815円

純資産総額 100.86億円
※ 基準価額は、分配金控除後です。 

基準価額・純資産の推移 2009/01/30～2019/01/31
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（単位：億円）（単位：円）

純資産総額(右軸) ベンチマーク(左軸)

基準価額(左軸) 基準価額(税引前分配金再投資)(左軸)

期間別騰落率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 5.55% 4.96% 0.59%

過去3ヵ月間 -3.65% -3.07% -0.59%

過去6ヵ月間 -8.56% -8.28% -0.28%

過去1年間 -11.41% -11.08% -0.33%

過去3年間 17.92% 13.56% 4.35%

過去5年間 32.40% 29.86% 2.54%

設定来 38.15% 49.11% -10.96%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

分配実績（直近5期分/１万口当たり、税引前）

2014年07月 0円

2015年07月 0円

2016年07月 0円

2017年07月 0円

2018年07月 0円

設定来累計 0円
※ 収益分配金額は委託会社が決定します。分配を行わないこともあります。 

純資産比

損保ジャパン－ＴＣＷ外国株式マザーファンド 33.21%

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 25.97%

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 25.93%

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 5.98%

ISHARES CORE MSCI EMERGING 4.80%

損保ジャパン日本債券マザーファンド 1.99%

コール・ローン等 2.13%

20枚組の2枚目です
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※ 基準価額（税引前分配金再投資）は、分配実績があった場合に、税引前の分配金を決算日の基準価額で再投
資したものとして計算しております（以下同じ）。 

※ 基準価額及び基準価額（税引前分配金再投資）の計算において信託報酬（後掲「ファンドの費用」参照）は控除
されております（以下同じ）。 

※ ベンチマークの推移は、表示期間の期首の基準価額（税引前分配金再投資）をもとに委託会社にて指数化したも
のを使用しております。 

※ 分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及び基準価額(税引前分配
金再投資)のグラフが重なって表示される場合があります。 

分配実績（直近5期分/１万口当たり、税引前）

2014年07月 0円

2015年07月 0円

2016年07月 0円

2017年07月 0円

2018年07月 0円

設定来累計 0円
※ 収益分配金額は委託会社が決定します。分配を行わないこともあります。 

基準価額および純資産総額

基準価額 14,185円

純資産総額 123.62億円

※ 基準価額は、分配金控除後です。 

純資産比

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 21.97%

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 21.95%

損保ジャパン－ＴＣＷ外国株式マザーファンド 21.14%

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 19.95%

損保ジャパン日本債券マザーファンド 7.96%

ISHARES CORE MSCI EMERGING 4.86%

コール・ローン等 2.17%

基準価額・純資産の推移 2009/01/30～2019/01/31
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（単位：億円）（単位：円）

純資産総額(右軸) ベンチマーク(左軸)

基準価額(左軸) 基準価額(税引前分配金再投資)(左軸)

期間別騰落率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 4.19% 3.71% 0.47%

過去3ヵ月間 -2.80% -2.31% -0.48%

過去6ヵ月間 -6.67% -6.58% -0.09%

過去1年間 -9.43% -9.10% -0.33%

過去3年間 13.30% 10.02% 3.28%

過去5年間 27.47% 25.66% 1.81%

設定来 41.85% 55.96% -14.11%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

20枚組の3枚目です
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※ 基準価額（税引前分配金再投資）は、分配実績があった場合に、税引前の分配金を決算日の基準価額で再投
資したものとして計算しております。（以下同じ）。 

※ 基準価額及び基準価額（税引前分配金再投資）の計算において信託報酬（後掲「ファンドの費用」参照）は控除
されております（以下同じ）。 

※ ベンチマークの推移は、表示期間の期首の基準価額（税引前分配金再投資）をもとに委託会社にて指数化したも
のを使用しております。 

※ 分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及び基準価額(税引前分配
金再投資)のグラフが重なって表示される場合があります。 

基準価額・純資産の推移 2009/01/30～2019/01/31
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（単位：億円）（単位：円）

純資産総額(右軸) ベンチマーク(左軸)

基準価額(左軸) 基準価額(税引前分配金再投資)(左軸)

期間別騰落率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 3.11% 2.77% 0.34%

過去3ヵ月間 -1.27% -1.04% -0.23%

過去6ヵ月間 -4.34% -4.38% 0.04%

過去1年間 -6.37% -6.16% -0.20%

過去3年間 10.69% 8.68% 2.01%

過去5年間 22.38% 21.55% 0.83%

設定来 42.94% 59.16% -16.22%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

分配実績（直近5期分/１万口当たり、税引前）

2014年07月 0円

2015年07月 0円

2016年07月 0円

2017年07月 0円

2018年07月 0円

設定来累計 0円
※ 収益分配金額は委託会社が決定します。分配を行わないこともあります。 

基準価額および純資産総額

基準価額 14,294円

純資産総額 154.02億円

※ 基準価額は、分配金控除後です。 

純資産比

損保ジャパン日本債券マザーファンド 32.88%

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 15.50%

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 15.48%

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 14.98%

損保ジャパン－ＴＣＷ外国株式マザーファンド 14.11%

ISHARES CORE MSCI EMERGING 4.79%

コール・ローン等 2.26%

20枚組の4枚目です



基準日：　2019年1月31日
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※ 基準価額（税引前分配金再投資）は、分配実績があった場合に、税引前の分配金を決算日の基準価額で再投
資したものとして計算しております（以下同じ）。 

※ 基準価額及び基準価額（税引前分配金再投資）の計算において信託報酬（後掲「ファンドの費用」参照）は控除
されております（以下同じ）。 

※ ベンチマークの推移は、表示期間の期首の基準価額（税引前分配金再投資）をもとに委託会社にて指数化したも
のを使用しております。 

※ 分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及び基準価額(税引前分配
金再投資)のグラフが重なって表示される場合があります。 

基準価額および純資産総額

基準価額 13,912円

純資産総額 72.01億円
※ 基準価額は、分配金控除後です。 

純資産比

損保ジャパン日本債券マザーファンド 56.87%

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 11.00%

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 9.51%

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 9.50%

損保ジャパン－ＴＣＷ外国株式マザーファンド 8.07%

ISHARES CORE MSCI EMERGING 3.11%

コール・ローン等 1.93%

基準価額・純資産の推移 2009/01/30～2019/01/31
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（単位：億円）（単位：円）

純資産総額(右軸) ベンチマーク(左軸)

基準価額(左軸) 基準価額(税引前分配金再投資)(左軸)

期間別騰落率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 1.95% 1.79% 0.16%

過去3ヵ月間 -0.25% -0.04% -0.21%

過去6ヵ月間 -2.33% -2.28% -0.05%

過去1年間 -3.44% -3.18% -0.26%

過去3年間 7.35% 6.56% 0.79%

過去5年間 16.51% 17.01% -0.50%

設定来 39.12% 56.90% -17.78%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

分配実績（直近5期分/１万口当たり、税引前）

2014年07月 0円

2015年07月 0円

2016年07月 0円

2017年07月 0円

2018年07月 0円

設定来累計 0円
※ 収益分配金額は委託会社が決定します。分配を行わないこともあります。 

20枚組の5枚目です



基準日：　2019年1月31日
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ハッピーエイジング・ファンド

月次運用レポート

※ 基準価額（税引前分配金再投資）は、分配実績があった場合に、税引前の分配金を決算日の基準価額で再投
資したものとして計算しております（以下同じ）。 

※ 基準価額及び基準価額（税引前分配金再投資）の計算において信託報酬（後掲「ファンドの費用」参照）は控除
されております（以下同じ）。 

※ ベンチマークの推移は、表示期間の期首の基準価額（税引前分配金再投資）をもとに委託会社にて指数化したも
のを使用しております。 

※ 分配実績がない場合、あるいは設定来累計の分配金額が少額の場合、基準価額及び基準価額(税引前分配
金再投資)のグラフが重なって表示される場合があります。 

基準価額および純資産総額

基準価額 12,882円

純資産総額 44.36億円

※ 基準価額は、分配金控除後です。 

純資産比

損保ジャパン日本債券マザーファンド 71.94%

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 16.02%

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 4.01%

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 4.01%

損保ジャパン－ＴＣＷ外国株式マザーファンド 2.02%

コール・ローン等 2.00%

基準価額・純資産の推移 2009/01/30～2019/01/31
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（単位：億円）（単位：円）

純資産総額(右軸) ベンチマーク(左軸)

基準価額(左軸) 基準価額(税引前分配金再投資)(左軸)

期間別騰落率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 0.70% 0.68% 0.02%

過去3ヵ月間 0.51% 0.61% -0.10%

過去6ヵ月間 -0.54% -0.42% -0.12%

過去1年間 -0.82% -0.36% -0.45%

過去3年間 3.11% 3.80% -0.70%

過去5年間 9.48% 11.69% -2.20%

設定来 28.82% 49.36% -20.54%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

分配実績（直近5期分/１万口当たり、税引前）

2014年07月 0円

2015年07月 0円

2016年07月 0円

2017年07月 0円

2018年07月 0円

設定来累計 0円
※ 収益分配金額は委託会社が決定します。分配を行わないこともあります。 

20枚組の6枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60

※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ハッピーエイジング・ファンド

月次運用レポート

※ TOPIX（東証株価指数）の推移は、表示期間の期首の基準価額をもとに委託会社にて指数化し
たものを使用しております。 

※ 当ファンドのベンチマークは Russell/Nomura Large Cap Value インデックス（配当を含むトータルリタ
ーンインデックス）ですが、ハッピーエイジング・ファンドにおいて日本株のベンチマークをＴＯＰＩＸとしてい
るため、当ファンドにおいてもＴＯＰＩＸと比較しております。 
当ファンドの直近の計算期間におけるベンチマークとの比較は、運用報告書（全体版）をご参照くだ
さい。 

※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

※ 当ファンドのベンチマークは Russell/Nomura Large Cap Value インデックス

（配当を含むトータルリターンインデックス）ですが、ハッピーエイジング・ファンドに

おいて日本株のベンチマークをＴＯＰＩＸとしているため、当ファンドにおいてもＴＯ

ＰＩＸと比較しております。 

当ファンドの直近の計算期間におけるベンチマークとの比較は、運用報告書

（全体版）をご参照ください。 

◆基準価額の推移グラフ
2009/01/30～2019/01/31
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マザーファンド純資産総額(右軸) マザーファンド基準価額(左軸) TOPIX(左軸)

◆ファンドとTOPIXの収益率

当ファンド TOPIX 差

過去1ヵ月間 6.58% 4.91% 1.67%

過去3ヵ月間 -5.26% -4.78% -0.48%

過去6ヵ月間 -7.94% -10.60% 2.66%

過去1年間 -12.96% -14.66% 1.70%

過去3年間（年率） 6.82% 3.06% 3.76%

過去5年間（年率） 7.28% 5.13% 2.15%

設定来（累積） 80.60% -4.84% 85.44%

設定来（年率） 4.69% -0.38% 5.07%

┃構成比率（マザーファンド）

純資産比

株式 99.02%

コール・ローン等 0.98%

業種別構成比率（マザーファンド）

業種 純資産比

輸送用機器 20.4%

銀行業 15.8%

鉄鋼 9.4%

情報・通信業 9.1%

証券,商品先物取引業 8.9%

非鉄金属 5.8%

機械 5.7%

保険業 4.5%

電気機器 4.0%

その他 15.4%

┃組入上位10銘柄（マザーファンド）

銘柄名 業種 純資産比

1 本田技研工業　　　　　　　　　　　　　　輸送用機器 7.5%

2 新日鐵住金　　　　　　　　　　　　　　　鉄鋼 7.1%

3 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ　　　 銀行業 6.7%

4 三井住友フィナンシャルグループ　　　　　銀行業 6.5%

5 野村ホールディングス　　　　　　　　　　 証券,商品先物取引業 6.3%

6 住友電気工業　　　　　　　　　　　　　　非鉄金属 5.8%

7 三菱重工業　　　　　　　　　　　　　　　機械 5.7%

8 デンソー　　　　　　　　　　　　　　　　 輸送用機器 4.5%

9 日産自動車　　　　　　　　　　　　　　　輸送用機器 4.0%

10 日本電信電話　　　　　　　　　　　　　　情報・通信業 3.8%

組入銘柄数 31銘柄

20枚組の7枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60

※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※ TOPIX（東証株価指数）の推移は、表示期間の期首の基準価額をもとに委託会社にて指数化し
たものを使用しております。 

※ 当ファンドのベンチマークは Russell/Nomura Small Cap インデックス（配当を含むトータルリターンイ
ンデックス）ですが、ハッピーエイジング・ファンドにおいて日本株のベンチマークをＴＯＰＩＸとしているため、
当ファンドにおいてもＴＯＰＩＸと比較しております。 
当ファンドの直近の計算期間におけるベンチマークとの比較は、運用報告書（全体版）をご参照くだ
さい。 

※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

※ 当ファンドのベンチマークは Russell/Nomura Small Cap インデックス（配当を

含むトータルリターンインデックス）ですが、ハッピーエイジング・ファンドにおいて日

本株のベンチマークをＴＯＰＩＸとしているため、当ファンドにおいてもＴＯＰＩＸと比

較しております。 

当ファンドの直近の計算期間におけるベンチマークとの比較は、運用報告書

（全体版）をご参照ください。 

◆基準価額の推移グラフ
2009/01/30～2019/01/31
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マザーファンド純資産総額(右軸) マザーファンド基準価額(左軸) TOPIX(左軸)

┃構成比率（マザーファンド）

純資産比

株式 99.32%

コール・ローン等 0.68%

業種別構成比率（マザーファンド）

業種 純資産比

銀行業 16.6%

輸送用機器 11.1%

小売業 9.8%

電気機器 9.8%

精密機器 7.8%

その他金融業 6.9%

卸売業 6.4%

機械 4.0%

サービス業 3.9%

その他 22.9%

┃組入上位10銘柄（マザーファンド）

銘柄名 業種 純資産比

1 ＮＯＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　 輸送用機器 3.4%

2 シチズン時計　　　　　　　　　　　　　　 精密機器 3.1%

3 伊予銀行　　　　　　　　　　　　　　　　 銀行業 3.0%

4 東邦ホールディングス　　　　　　　　　　 卸売業 2.8%

5 ＥＩＺＯ　　　　　　　　　　　　　　　　 電気機器 2.5%

6 青山商事　　　　　　　　　　　　　　　　 小売業 2.5%

7 豊田合成　　　　　　　　　　　　　　　　 輸送用機器 2.3%

8 オプトラン　　　　　　　　　　　　　　　 機械 2.3%

9 日本ライフライン　　　　　　　　　　　　 卸売業 2.3%

10 住友倉庫　　　　　　　　　　　　　　　　 倉庫・運輸関連業 2.2%

組入銘柄数 71銘柄

◆ファンドとTOPIXの収益率

当ファンド TOPIX 差

過去1ヵ月間 5.37% 4.91% 0.46%

過去3ヵ月間 -6.87% -4.78% -2.10%

過去6ヵ月間 -12.09% -10.60% -1.49%

過去1年間 -15.97% -14.66% -1.31%

過去3年間（年率） 8.66% 3.06% 5.60%

過去5年間（年率） 11.51% 5.13% 6.38%

設定来（累積） 133.33% 0.67% 132.66%

設定来（年率） 7.71% 0.06% 7.65%

20枚組の8枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ハッピーエイジング・ファンド

月次運用レポート

※ ベンチマーク（ＭＳＣＩコクサイ インデックス（円換算ベース））の推移は、表示期間の期首の基準価
額をもとに委託会社にて指数化したものを使用しております。 

┃構成比率（マザーファンド）

純資産比

株式 93.21%

投資証券等 2.19%

コール・ローン等 4.60%

┃業種別構成比率（マザーファンド）

業種 純資産比

情報技術 22.8%

資本財・サービス 18.5%

金融 13.6%

ヘルスケア 12.0%

一般消費財・サービス 6.9%

生活必需品 5.1%

素材 4.2%

エネルギー 4.0%

コミュニケーション・サービス 2.8%

その他 5.4%

┃組入上位10銘柄（マザーファンド）

銘柄名 通貨 発行国/地域 業種 純資産比

1 BAXTER INTERNATIONAL INC アメリカ・ドル アメリカ ヘルスケア 2.5%

2 MICROSOFT CORP アメリカ・ドル アメリカ 情報技術 2.4%

3 VISA INC-CLASS A SHARES アメリカ・ドル アメリカ 情報技術 2.3%

4 TRANSUNION アメリカ・ドル アメリカ 資本財・サービス 2.1%

5 ROPER INDUSTRIES INC アメリカ・ドル アメリカ 資本財・サービス 1.9%

6 AMAZON.COM INC アメリカ・ドル アメリカ 一般消費財・サービス 1.5%

7 BERKSHIRE HATHAWAY INC-CL B アメリカ・ドル アメリカ 金融 1.4%

8 MASTERCARD INC-CLASS A アメリカ・ドル アメリカ 情報技術 1.4%

9 CISCO SYSTEMS INC アメリカ・ドル アメリカ 情報技術 1.3%

10 JP MORGAN CHASE & CO アメリカ・ドル アメリカ 金融 1.3%

組入銘柄数 203銘柄

◆ファンドとベンチマークの収益率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 6.84% 6.30% 0.54%

過去3ヵ月間 -1.69% -3.03% 1.33%

過去6ヵ月間 -7.54% -7.79% 0.25%

過去1年間 -5.66% -8.35% 2.69%

過去3年間（年率） 8.05% 6.05% 1.99%

過去5年間（年率） 7.06% 5.95% 1.11%

設定来（累積） 87.41% 57.18% 30.23%

設定来（年率） 3.24% 2.32% 0.92%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

◆基準価額の推移グラフ
2009/01/30～2019/01/31
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マザーファンド純資産総額(右軸) マザーファンド基準価額(左軸) ベンチマーク(左軸)

20枚組の9枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60

※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※ ベンチマーク（NOMURA-BPI 総合）の推移は、表示期間の期首の基準価額をもとに委託会社にて
指数化したものを使用しております。 

┃種類別構成比率（マザーファンド）

種類 純資産比

国債証券 62.9%

社債券 29.7%

特殊債券 3.1%

┃構成比率（マザーファンド）

純資産比

公社債 95.64%

コール・ローン等 4.36%

┃組入上位10銘柄（マザーファンド）

銘柄名 種類 償還日 純資産比

1 第３５０回利付国債（１０年） 国債証券 2028/3/20 8.4%

2 第３９６回利付国債（２年） 国債証券 2021/1/1 7.0%

3 第１５４回利付国債（２０年） 国債証券 2035/9/20 6.1%

4 第１５０回利付国債（２０年） 国債証券 2034/9/20 5.0%

5 第３４７回利付国債（１０年） 国債証券 2027/6/20 4.3%

6 第３８回利付国債（３０年） 国債証券 2043/3/20 4.1%

7 第３４５回利付国債（１０年） 国債証券 2026/12/20 3.5%

8 第１５８回利付国債（２０年） 国債証券 2036/9/20 3.2%

9 第３５回利付国債（３０年） 国債証券 2041/9/20 1.7%

10 第３４４回利付国債（１０年） 国債証券 2026/9/20 1.6%

組入銘柄数 82銘柄

┃ポートフォリオの状況（マザーファンド）

平均残存期間（年） 10.4

修正デュレーション（年） 9.5

◆ファンドとベンチマークの収益率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 0.38% 0.38% 0.00%

過去3ヵ月間 1.74% 1.56% 0.18%

過去6ヵ月間 1.16% 0.94% 0.21%

過去1年間 1.86% 1.51% 0.35%

過去3年間（年率） 1.55% 1.06% 0.48%

過去5年間（年率） 2.22% 1.79% 0.42%

設定来（累積） 43.50% 40.49% 3.01%

設定来（年率） 1.97% 1.85% 0.12%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

◆基準価額の推移グラフ
2009/01/30～2019/01/31
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マザーファンド純資産総額(右軸) マザーファンド基準価額(左軸) ベンチマーク(左軸)

20枚組の10枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※ ベンチマーク（FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース））の推移は、表示期間
の期首の基準価額をもとに委託会社にて指数化したものを使用しております。 

┃ポートフォリオの状況（マザーファンド）

平均残存期間（年） 9.5

修正デュレーション（年） 7.7

┃構成比率（マザーファンド）

純資産比

公社債 92.41%

国債証券 92.01%

特殊債券 0.40%

コール・ローン等 7.59%

┃組入上位10銘柄（マザーファンド）

銘柄名 発行国 種類 通貨 償還日 純資産比

1 Treasury 1.875 220228 アメリカ 国債証券 アメリカ・ドル 2022/02/28 10.0%

2 GERMANY 0.0 220408 ドイツ 国債証券 ユーロ 2022/04/08 7.8%

3 Treasury 2.75 280215 アメリカ 国債証券 アメリカ・ドル 2028/02/15 6.8%

4 Treasury 2.125 240229 アメリカ 国債証券 アメリカ・ドル 2024/02/29 5.9%

5 GERMANY 0.5 280215 ドイツ 国債証券 ユーロ 2028/02/15 5.2%

6 FRANCE 2.75 271025 フランス 国債証券 ユーロ 2027/10/25 5.0%

7 FRANCE 0.0 220525 フランス 国債証券 ユーロ 2022/05/25 4.2%

8 Treasury 3.0 480215 アメリカ 国債証券 アメリカ・ドル 2048/02/15 3.0%

9 Treasury 2.75 250228 アメリカ 国債証券 アメリカ・ドル 2025/02/28 2.5%

10 ITALY 2.2 270601 イタリア 国債証券 ユーロ 2027/06/01 2.4%

組入銘柄数 117銘柄

◆基準価額の推移グラフ
2009/01/30～2019/01/31
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マザーファンド純資産総額(右軸) マザーファンド基準価額(左軸) ベンチマーク(左軸)

◆ファンドとベンチマークの収益率

当ファンド ベンチマーク 差

過去1ヵ月間 -0.67% -0.73% 0.06%

過去3ヵ月間 -0.37% -0.76% 0.39%

過去6ヵ月間 -0.17% -0.91% 0.74%

過去1年間 -1.19% -1.93% 0.74%

過去3年間（年率） -1.37% -1.65% 0.28%

過去5年間（年率） 2.15% 1.89% 0.26%

設定来（累積） 51.65% 50.48% 1.17%

設定来（年率） 3.17% 3.11% 0.06%
※ ファンドの騰落率は、当ファンドに分配実績があった場合に、税引前の分配金

を再投資したものとして計算しており、実際の騰落率とは異なります。 

※ 設定来のファンド騰落率は、10,000 円を基準として計算しております。 

20枚組の11枚目です
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

マーケットコメント_内株_用語解説なし HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

1 月の国内株式市場は月間ベースで+4.91 ％となりました。中国当局による景気刺激策の公表が好感されたことや、米中通商協議
が進展するとの期待が高まったこと、米金融当局が今後の金融政策に対して柔軟な姿勢を示したことから、国内株式市場は 2 ヶ月ぶ
りに上昇しました。 
上旬は、米 ISM 製造業景況指数が大幅に下落したことや、米アップル社が業績予想を下方修正したことが嫌気されて大きく下落

して始まりましたが、パウエル FRB（米連邦準備理事会）議長が柔軟な政策姿勢を示したことが好感され、株価は反発しました。 
中旬は、為替の円高進行や、英議会が欧州連合離脱案を否決したことによる欧州の混乱継続が警戒されて低調に推移する場面もあ

りましたが、中国当局が預金準備率の引き下げや税負担軽減などの景気刺激策を公表したことや、米中通商協議が進展するとの期待
から続伸しました。 
下旬は、IMF（国際通貨基金）による世界経済の成長率予想の下方修正や、米政府機関の一部閉鎖による米経済への悪影響が相場

の重荷となりましたが、米企業決算の内容がおおむね堅調であったことや、FOMC（米連邦公開市場委員会）が利上げ一時停止と今
後のバランスシート縮小に柔軟に対応する考えを示したことを支えに上昇して取引を終えました。 

 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

【米国債券市場】 
1 月の債券利回りは、小幅低下（価格は小幅上昇）しました。 
月初、景気の下振れ懸念や株価下落などを背景に、利回りは大幅に低下しましたが、その後は、リスク回避姿勢が和らいだことな
どから、上昇基調で推移しました。しかし、月末にかけては、米経済指標が悪化したことや、FRB（米連邦準備理事会）が金融政策
の正常化に慎重な姿勢を示したことなどから、利回りは再び低下しました。 
 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

【欧州債券市場】 
1 月のドイツの債券利回りは、低下（価格は上昇）しました。 
ドイツ債券利回りは、月初、世界景気の減速懸念を背景に低下しましたが、その後は、米国債券利回りの上昇を受けて、上昇しま
した。しかし、月下旬には、ユーロ圏やドイツの経済指標が悪化したことや、ドラギ ECB（欧州中央銀行）総裁が「ユーロ圏の経
済成長に対するリスクは下振れ方向に移った」との認識を示したことなどから、利回りは低下基調で推移しました。 
 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

1 月の外国株式市場（現地通貨ベース）は上昇しました。月初は米国政府機関の閉鎖の影響に対する懸念や IT 企業の業績見通し
下方修正により株価は軟調に推移していましたが、FRB（米連邦準備理事会）議長が政策金利引き上げの停止を示唆したことが市場
に好感され、株価は上昇しました。また月末にかけては米中貿易協議の進展への期待が高まったことにも後押しされて、株価は一段
と上昇しました。 

 
 

 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

【英国債券市場】 
1 月の債券利回りは、低下（価格は上昇）しました。 
英国債券利回りは、月初、世界景気の減速懸念などを背景に低下しましたが、その後、欧米債券の利回りが上昇したことや、メイ
内閣不信任決議が否決されたことなどを受けて、上昇しました。しかし、月下旬は、欧米債券の利回りが低下したことや、EU（欧
州連合）との離脱交渉に不透明感が高まり、利回りは低下基調で推移しました。 

 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

1 月の長期国債利回りは、ほぼ変わらずとなりました。 
株式市場の動向を受けて、上下する局面はあったものの、前月までに急ピッチで利回り低下が進んだ結果、今月は０％を挟んだレ
ンジ内で推移しました。株式市場は月末にかけて反発しましたが、FRB（米連邦準備理事会）が米国の追加利上げに関して慎重な姿
勢を示したことや、世界的に景気減速懸念が意識されたことから、債券利回りは低位で推移しました。 
こうしたなか、大型起債が継続した円建外債や事業債の対国債スプレッドは、前月に続き、拡大傾向となりました。 
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HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

【米ドル円相場】 
1 月のドル円相場は、ドル安円高となりました。 
ドル円は、日本が休日だった 3 日に、米国景気の下振れ懸念などを背景に、一時 104 円台までドル安円高が進みましたが、その
後は、リスク回避姿勢が和らいだことなどから、ドルが買い戻される展開となりました。しかし、月末にかけては、FRB（米連邦準
備理事会）が、金融政策の正常化に慎重な姿勢を示したことなどから、再びドル安円高となりました。 
 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

【ユーロ円相場】 
1 月のユーロ円相場は、ユーロ安円高となりました。 
ユーロ円は、月初、世界景気の減速懸念などを背景に、ユーロ安円高が進みました。その後、リスク回避姿勢が和らいだことなど
から、ユーロが買い戻される展開となりました。月中旬以降は方向感に欠ける展開が継続しましたが、月初におけるユーロの下落幅
が大きかったことから、月末の水準は、前月末比ユーロ安円高となりました。 
 
 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

【英ポンド円相場】 
1 月のポンド円相場は、ポンド高円安となりました。 
ポンド円は、月初、世界景気の減速懸念などを背景に、ポンド安円高が進みました。その後、リスク回避姿勢が和らいだことなど
から、ポンドが買い戻される展開となりました。15 日、英議会下院にて EU（欧州連合）離脱案が否決されたものの、EU 離脱を巡
る楽観的な見方が広がり、ポンド高円安基調は継続しました。しかし、月末近くには、EU との離脱交渉に不透明感が高まり、ポン
ド高の上昇幅は縮小しました。 
 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

1 月のハッピーエイジング・ファンドは、すべてのコースでプラスのリターンとなりました。 
市場からのリターン（ベンチマークリターン）は、内外の株式市場が上昇したため、すべてのコースでプラスとなりました。 
対市場超過リターン（対ベンチマーク超過リターン）は、SJAM ラージキャップ・バリュー・マザーファンドがプラスとなった
ことを主因に、すべてのコースでプラスとなりました。 
 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

1 月のエマージング株式市場（現地通貨ベース）は上昇しました。月初は中国の景気減速に対する懸念や、アップルが業績予想を
下方修正したことで低調に推移しました。しかしその後は FRB（米連邦準備理事会）による利上げの姿勢が後退したことで新興国
からの資金流出の懸念が和らぎ、また中国で預金準備率の引き下げや消費刺激策が発表されたことで景気の持ち直しへの期待が高ま
り、株価は月末にかけて上昇しました。 

 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

【エマージング通貨相場】 
１月のエマージング通貨市場は、米国の利上げ停止観測や米中貿易交渉の進展への期待などにより上昇しました。特に、南アフリ
カランドは、主要輸出品目である貴金属価格の上昇を受けて、また、ブラジルレアルは、新政権の構造改革への取り組みへの期待な
どにより大きく上昇しました。 
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HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

先月のマザーファンドの月間騰落率は、ベンチマークである FTSE 世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）の
月間騰落率を上回りました。主にユーロをドルに対してオーバーウェイトする戦略がプラス要因、イタリアとスペインをドイツとフ
ランスに対してアンダーウェイトする国別配分戦略がマイナス要因となりました。 
 
＜国別配分戦略＞ 
米利上げ観測の後退などを受けて、ユーロは対ドルで上昇しやすいと考えました。このため、ユーロをドルに対してアンダーウェ
イトする戦略を解消し、ユーロをドルに対してオーバーウェイトする戦略を構築しました。世界的に景気回復や貿易量の伸びが鈍化
する中、外貨準備の減少や商品価格の下落が見られるものの、ドル需要が減退していることから、ノルウェー、ポーランド、マレー
シアの通貨は方向感が出づらいと考え、３カ国の通貨の非保有を解消し、ニュートラルに戻しました。 
ユーロ圏において、イタリア国債のスペイン国債に対する割安度は低下したと考え、イタリアをオーバーウェイトし、スペインを
アンダーウェイトする戦略を利益確定しました。また、ユーロ圏の信用状況やファンダメンタルズに悪化傾向が見られることから、
イタリアとスペインの国債はドイツとフランスの国債に対して下落しやすいと考え、イタリアとスペインをアンダーウェイトし、ド
イツとフランスをオーバーウェイトする戦略を構築しました。 
＜残存期間戦略＞ 
グローバル経済の成長期待が後退し、米景気にもピークアウト感がある中、商品価格の下落を受けインフレ圧力が低下しており、
米利上げ観測が後退しやすいことから、米欧金利は低下しやすいと考えました。このため、ロングデュレーション戦略を構築しまし
た。 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

損保ジャパン－ＴＣＷ外国株式マザーファンドの月間騰落率は、ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ インデックスの月間騰落
率を上回りました。地域配分では欧州のアンダーウェイト等がマイナスに寄与しましたが、銘柄選択において電子決済サービス会社
のファースト・データや、オンライン広告企業のトレード・デスクのオーバーウェイト等がプラスに寄与しました。 
当ファンドは、個別企業のファンダメンタルズ分析に注力している複数のストラテジーの投資比率を適宜調整し、いずれの景気局
面においても恩恵を十分に受けられるポートフォリオの構築に努めています。セクター別では、ベンチマークに対して資本財・サー
ビスセクターの保有割合を高めています。 

 
（運用委託先からの情報を基に損保ジャパン日本興亜アセットマネジメントが作成） 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

1 月の日本債券マザーファンドの月間騰落率は、ベンチマーク（NOMURA －BPI 総合）の月間騰落率とほぼ同じでした。 
1 月の国債利回りは、超長期ゾーンを中心に低下しました。 
長期ゾーンの利回りは、月上旬は株式市場の動向を受けて上下する局面があったものの、その後は概ね０％程度の金利水準で、横
ばい推移しました。超長期ゾーンの利回りは、プラスの金利水準に対する需要の強さなどを背景に低下しました。 
こうしたなか、大型起債が継続した円建外債や事業債の対国債スプレッドは、前月に続き、拡大傾向となりました。 
デュレーション・残存期間戦略は、短中期ゾーンをアンダーウェイトし、長期・超長期ゾーンをオーバーウェイトとするロングデ
ュレーション戦略がプラス寄与しました。 
種別戦略は、国債と比べて利回りの高い事業債や円建外債などをオーバーウェイトする戦略がマイナスとなりました。 
個別銘柄戦略は、保有する事業債がプラス寄与しましたが、円建外債はマイナスとなり、パフォーマンスに与える影響は限定的で
した。 
 

HG 丸ｺﾞｼｯｸM- PRO 10pt   

SJAM ラージキャップ・バリュー・マザーファンド（以下、LCV ファンド）、SJAM スモールキャップ・マザーファンド（以下、
SC ファンド）、ともに TOPIX を上回りました。 

LCV ファンドでは、本田技研工業、日立製作所のオーバーウェイトなどがプラス要因、デンソー、KDDI のオーバーウェイトな
どがマイナス要因となりました。 

SC ファンドでは、日本ライフライン、北越コーポレーションのオーバーウェイトなどがプラス要因、ダイビル、ジーエス・ユア
サ コーポレーションのオーバーウェイトなどがマイナス要因となりました。 

1 月は、LCV ファンドでは AGC、ヤマハ発動機、SC ファンドでは愛三工業、ノーリツ鋼機などを購入し、LCV ファンドでは
三菱重工業、本田技研工業、SC ファンドではジーエス・ユアサ コーポレーション、東和薬品などを売却しました。 
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※

ハッピーエイジング50

国内外の株式の基準組入比率を30 ％とするファンドです。

５つのファンドの中では比較的低位にリスクを設定し安定した運用を目指します。安定性に重点を置きつつ適

度の収益性をも考慮した運用をお考えの方に適したファンドです。

各ファンドの特徴は、以下のとおりです。

損保ジャパン日本債券マザーファンド

国内外の株式の基準組入比率を50 ％とするファンドです。

５つのファンドの中では、リスクのレベルは中位に位置し、リスク・リターンのバランスを重視した運用を目

指します。積極性と安定性とのバランスのとれた運用をお考えの方に適したファンドです。
ハッピーエイジング40

国内外の株式の基準組入比率を90 ％とするファンドです。

リスクを積極的にとりながら資産の大きな成長を目指します。５つのファンドの中では最もリスクが高く、投

資期間が長く積極的運用をお考えの方に適したファンドです。
ハッピーエイジング20

ハッピーエイジング30

国内外の株式の基準組入比率を70 ％とするファンドです。

５つのファンドの中では比較的高いリスクをとり適度に高い収益を目指します。資産の成長性を重視した運用

をお考えの方に適したファンドです。

長期的視点から、国内外の長期的な過去データに基づく分析と将来に対する見通しに基づいて、各資産毎の長期的期待収益率、標
準偏差、相関係数等を予測します。

予測した各数値を基に、各ファンドの最適な資産配分比率を求め、基準資産配分比率とします。経済情勢の変化等により長期的に
市場環境に大きな影響があると判断した場合には、基準資産配分比率の見直しを行います。

エマージング株式

ファンドの特色

長期的な視点から基準資産配分比率を決定し、当該比率をめどに投資を行います。基準資産配分比率は、次の手順で決定、見
直しを行います。

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド

損保ジャパン－ＴＣＷ外国株式マザーファンド

エマージング株式またはエマージング株式を主要投資対象とする証券投資信託

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド、ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド国内株式

国内株式・国内債券にとどまらず世界各国の株式及び債券に積極的に分散投資を行うことによって、リスクを軽減しつつ信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指します。

投資対象とするマザーファンド等投資対象資産

国内債券

外国債券

外国株式

ハッピーエイジング60

国内外の株式の基準組入比率を10 ％とするファンドです。

５つのファンドの中では最もリスクを抑え、より安定した運用を目指します。投資期間が比較的短く安定性を

重視した運用をお考えの方に適しています。

資産 ベンチマーク

国内債券 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合指数

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）国内株式

投資目的、投資期間、リスク許容度等に応じて、リスク水準の異なる５種類のファンドからご選択いただけます。

●ハッピーエイジング２０が、最も積極的（高リスク）運用を行うファンドで、ハッピーエイジング６０が、最も安定的（低リスク）
　運用を行うファンドです。

各ファンドの運用は、以下の個別資産毎のベンチマーク（運用を評価するための指標）を基準資産配分比率で加重平均したも
のを総合ベンチマークとし、これを上回る運用成果を目指します。

外国債券 FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）

外国株式 ＭＳＣＩコクサイ　インデックス（円換算ベース）

エマージング株式 ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）

※ FTSE 世界国債インデックスとは、FTSE Fixed Income LLC により運営され、

世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデッ

クスです。

同指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権

利はFTSE Fixed Income LLC が有しています。

短期資産 有担コール翌日物

※ 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部上場全銘柄の基準時

（1968 年１月４日終値）の時価総額を100 として、その後の時価総額を指数化

したものです。東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、東京証券取引所の知的財産であ

り、東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩ

Ｘの算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停止

を行う権利を有しています。

※ 「ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合指数」とは、野村證券が公表している、日本の公募

債券流通市場全体の動向を表す投資収益指数で、一定の組入れ基準に基づき構成

されたポートフォリオのパフォーマンスをもとに計算されます。ＮＯＭＵＲＡ－

ＢＰＩに関する一切の知的財産権その他一切の権利は、すべて野村證券株式会社

に帰属します。野村證券株式会社は、ファンドの運用成果等に関し、一切責任あ

りません。

※ ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックスとは、MSCI Inc.が開発した、

世界の新興国の株価指数を、各国の株式時価総額をベースに合成した株価指数で

す。ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）は、Ｍ

ＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（米ドルベース）をもとに委託

会社が独自に計算したものです。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切

の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は、同指数の内容を変える権

利および公表を停止する権利を有しています。

ＭＳＣＩコクサイ インデックスとは、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界主

要国の株価指数を、各国の株式時価総額をベースに合成した株価指数です。ＭＳ

ＣＩコクサイ インデックス（円換算ベース）は、ＭＳＣＩコクサイ インデッ

クス（米ドルベース）をもとに委託会社が独自に計算したものです。同指数に関

する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、

MSCI Inc.は、同指数の内容を変える権利および公表を停止する権利を有していま

す。

20枚組の15枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60

※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ハッピーエイジング・ファンド

月次運用レポート

《基準価額の変動要因》

◆

◆

◆

◆

┃投資リスク

《その他の留意点》

各ファンドの基準価額は、組入れられる有価証券等の値動き等による影響を受けますが、これらの運用による損益はすべて投資
者の皆様に帰属いたします。したがって、投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損
失を被り、投資元本を割り込むことがあります。また、投資信託は預貯金とは異なります。
各ファンドの主なリスクは以下のとおりです。
※基準価額の変動要因は、以下に限定されるものではありません。

◆資産配分のリスク
各ファンドの基準資産配分比率が収益の源泉となる場合もありますが、配分比率が高い資産の価格が下落した場合等には株式、
債券市場全体やベンチマークの収益率を下回ることがあります。

◆価格変動リスク
株式や公社債の価格は、国内外の政治・経済情勢、市況等の影響を受けて変動します。
また、一般に、金利が上昇すると、公社債の価格は下落します。組入れている株式や公社債の価格の下落は、ファンドの基準価
額が下落する要因となります。

◆信用リスク
株式や公社債の価格は、発行体の財務状態、経営、業績等の悪化及びそれらに関する外部評価の悪化等により下落することがあ
ります。組入れている株式や公社債の価格の下落は、ファンドの基準価額が下落する要因となります。
また発行体の倒産や債務不履行等の場合は、株式や公社債の価値がなくなることもあり、ファンドの基準価額が大きく下落する
場合があります。

◆流動性リスク
国内外の政治・経済情勢の急変、天災地変、発行体の財務状態の悪化等により、有価証券等の取引量が減少することがありま
す。この場合、ファンドにとって最適な時期や価格で、有価証券等を売買できないことがあり、ファンドの基準価額が下落する
要因となります。
また、取引量の著しい減少や取引停止の場合には、有価証券等の売買ができなかったり、想定外に不利な価格での売買となり、
ファンドの基準価額が大きく下落する場合があります。

◆為替変動リスク
外貨建資産の価格は、当該外貨と日本円との間の為替レートの変動の影響を受けて変動します。
為替レートは、各国の政治・経済情勢、外国為替市場の需給、金利変動その他の要因により、短期間に大幅に変動することがあ
ります。当該外貨の為替レートが、円高になった場合は、ファンドの基準価額が下落する要因となります。

クーリングオフ制度（金融商品取引法第37条の６）の適用はありません。

収益分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、収益分配金が支払われると、その金額相当
分、基準価額は下がります。収益分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）
を超えて支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、
収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。投資者のファンドの購入価額に
よっては、収益分配金の一部又は全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況
により、収益分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

マザーファンドに投資する別のベビーファンドの追加設定・解約等により、当該マザーファンドにおいて売買等が生じた場合等
には、当ファンドの基準価額が影響を受ける場合があります。

ファンドとベンチマークは組入銘柄や国別配分比率が異なることがあり、ファンドの運用成績はベンチマークを下回る場合があ
ります。

詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

20枚組の16枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60

※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

《基準価額の変動要因》

◆

◆

◆

◆

┃投資リスク

《その他の留意点》

各ファンドの基準価額は、組入れられる有価証券等の値動き等による影響を受けますが、これらの運用による損益はすべて投資
者の皆様に帰属いたします。したがって、投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損
失を被り、投資元本を割り込むことがあります。また、投資信託は預貯金とは異なります。
各ファンドの主なリスクは以下のとおりです。
※基準価額の変動要因は、以下に限定されるものではありません。

◆資産配分のリスク
各ファンドの基準資産配分比率が収益の源泉となる場合もありますが、配分比率が高い資産の価格が下落した場合等には株式、
債券市場全体やベンチマークの収益率を下回ることがあります。

◆価格変動リスク
株式や公社債の価格は、国内外の政治・経済情勢、市況等の影響を受けて変動します。
また、一般に、金利が上昇すると、公社債の価格は下落します。組入れている株式や公社債の価格の下落は、ファンドの基準価
額が下落する要因となります。

◆信用リスク
株式や公社債の価格は、発行体の財務状態、経営、業績等の悪化及びそれらに関する外部評価の悪化等により下落することがあ
ります。組入れている株式や公社債の価格の下落は、ファンドの基準価額が下落する要因となります。
また発行体の倒産や債務不履行等の場合は、株式や公社債の価値がなくなることもあり、ファンドの基準価額が大きく下落する
場合があります。

◆流動性リスク
国内外の政治・経済情勢の急変、天災地変、発行体の財務状態の悪化等により、有価証券等の取引量が減少することがありま
す。この場合、ファンドにとって最適な時期や価格で、有価証券等を売買できないことがあり、ファンドの基準価額が下落する
要因となります。
また、取引量の著しい減少や取引停止の場合には、有価証券等の売買ができなかったり、想定外に不利な価格での売買となり、
ファンドの基準価額が大きく下落する場合があります。

◆為替変動リスク
外貨建資産の価格は、当該外貨と日本円との間の為替レートの変動の影響を受けて変動します。
為替レートは、各国の政治・経済情勢、外国為替市場の需給、金利変動その他の要因により、短期間に大幅に変動することがあ
ります。当該外貨の為替レートが、円高になった場合は、ファンドの基準価額が下落する要因となります。

クーリングオフ制度（金融商品取引法第37条の６）の適用はありません。

収益分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、収益分配金が支払われると、その金額相当
分、基準価額は下がります。収益分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）
を超えて支払われる場合があります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、
収益分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。投資者のファンドの購入価額に
よっては、収益分配金の一部又は全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。ファンド購入後の運用状況
により、収益分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

マザーファンドに投資する別のベビーファンドの追加設定・解約等により、当該マザーファンドにおいて売買等が生じた場合等
には、当ファンドの基準価額が影響を受ける場合があります。

ファンドとベンチマークは組入銘柄や国別配分比率が異なることがあり、ファンドの運用成績はベンチマークを下回る場合があ
ります。

詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※

●税金
税金は表に記載の時期に適用されます。

以下の表は、個人投資者の源泉徴収時の税率であり、課税方法等により異なる場合があります。

┃お申込みメモ

販売会社が定める単位

購入・換金
申込受付の中止
及び取消し

繰上償還

各ファンド2,000億円

購入価額

購入代金

決算日

信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金請求を制限する場合があります。

販売会社が定める単位

毎決算時（年1回）、収益分配方針に基づいて収益の分配を行います。

信託金の限度額

販売会社が定める日までにお支払いください。

換金請求受付日の翌営業日の基準価額

申込締切時間

換金請求受付日から起算して、原則として5営業日目からお支払いします。

原則7月15日（休業日の場合は翌営業日）

運用報告書

所得税及び地方税
譲渡所得として課税
換金（解約）時及び償還時の差益（譲渡益）に対して20.315％

時期 項目

公告 委託会社のホームページ（http://www.sjnk-am.co.jp/）に掲載します。

課税上は株式投資信託として取扱われます。公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「NISA（ニー
サ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアNISA（ニーサ）」の適用対象です。ハッピーエイジング
20 、30 および40 は非課税累積投資契約に係る少額投資非課税制度「つみたてNISA （ニーサ）」の適用対象で
す。ただし、販売会社によってはつみたてNISAでの取扱い対象としない場合があります。詳しくは販売会社にお
問い合わせください。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。

課税関係

各ファンドは分配金を再投資する自動けいぞく投資コースのみとなります。
収益分配

税金

分配時 所得税及び地方税
配当所得として課税
普通分配金に対して20.315％

換金（解約）時
及び償還時

原則、毎決算時及び償還時に、交付運用報告書を作成し、あらかじめお申し出いただいたご住所に販売会社を通じ
て交付します。

購入単位
※ 詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

換金単位
※ 詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

申込不可日

換金代金

購入申込受付日の翌営業日の基準価額

ニューヨーク証券取引所、英国証券取引所、フランクフルト証券取引所、パリ証券取引所のいずれかの取引所ある
いはニューヨークまたはロンドンの銀行の休業日においては、お申込みの受付はできません。

各ファンドの受益権の残存口数が１億口を下回ることとなった場合、繰上償還することが受益者のため有利である
と認めるとき、またはやむを得ない事情が発生したときは、繰上償還させることがあります。

原則として午後３時まで（販売会社により異なる場合がありますので、詳細につきましては販売会社までお問い合
わせください。）

換金価額

換金制限

委託会社は、取引所における取引の停止、外国為替取引の停止、取引市場における流動性が極端に減少した場合、
取引市場の混乱、自然災害、テロ、大規模停電、システム障害等により基準価額の算出が困難となった場合、その
他やむを得ない事情があると判断したときは、購入・換金の受付を中止すること、及び既に受付けた当該申込み
の受付を取り消すことができるものとします。

無期限（設定日　2000年7月31日）信託期間

※ 少額投資非課税制度「NISA（ニーサ）」、未成年者少額投資非課税制度「ジュニアNISA（ニーサ）」および非課税累積投資契約に係る少額

投資非課税制度「つみたてNISA（ニーサ）」をご利用の場合
毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所得が一定期間非課税となります。販売会社で非

課税口座を開設するなど、一定の条件に該当する方が対象となります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

※ 確定拠出年金法に定める加入者等の運用の指図に基づいて購入の申込みを行う資産管理機関および国民年金基金連合会等の場合、所得税およ

び地方税がかかりません。なお、確定拠出年金制度の加入者については、確定拠出年金の積立金の運用にかかる税制が適用されます。

※ 法人の場合は上記とは異なります。

※ 税法が改正された場合等には、税率等が変更される場合があります。税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお

勧めします。

20枚組の17枚目です



基準日：　2019年1月31日

ハッピーエイジング20 ハッピーエイジング30 ハッピーエイジング40 ハッピーエイジング50 ハッピーエイジング60

※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

月次運用レポート

ハッピーエイジング・ファンド

※

●税金
税金は表に記載の時期に適用されます。

以下の表は、個人投資者の源泉徴収時の税率であり、課税方法等により異なる場合があります。

┃お申込みメモ

販売会社が定める単位

購入・換金
申込受付の中止
及び取消し

繰上償還

各ファンド2,000億円

購入価額

購入代金

決算日

信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金請求を制限する場合があります。

販売会社が定める単位

毎決算時（年1回）、収益分配方針に基づいて収益の分配を行います。

信託金の限度額

販売会社が定める日までにお支払いください。

換金請求受付日の翌営業日の基準価額

申込締切時間

換金請求受付日から起算して、原則として5営業日目からお支払いします。

原則7月15日（休業日の場合は翌営業日）

運用報告書

所得税及び地方税
譲渡所得として課税
換金（解約）時及び償還時の差益（譲渡益）に対して20.315％

時期 項目

公告 委託会社のホームページ（http://www.sjnk-am.co.jp/）に掲載します。

課税上は株式投資信託として取扱われます。公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度「NISA（ニー
サ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアNISA（ニーサ）」の適用対象です。ハッピーエイジング
20 、30 および40 は非課税累積投資契約に係る少額投資非課税制度「つみたてNISA （ニーサ）」の適用対象で
す。ただし、販売会社によってはつみたてNISAでの取扱い対象としない場合があります。詳しくは販売会社にお
問い合わせください。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。

課税関係

各ファンドは分配金を再投資する自動けいぞく投資コースのみとなります。
収益分配

税金

分配時 所得税及び地方税
配当所得として課税
普通分配金に対して20.315％

換金（解約）時
及び償還時

原則、毎決算時及び償還時に、交付運用報告書を作成し、あらかじめお申し出いただいたご住所に販売会社を通じ
て交付します。

購入単位
※ 詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

換金単位
※ 詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

申込不可日

換金代金

購入申込受付日の翌営業日の基準価額

ニューヨーク証券取引所、英国証券取引所、フランクフルト証券取引所、パリ証券取引所のいずれかの取引所ある
いはニューヨークまたはロンドンの銀行の休業日においては、お申込みの受付はできません。

各ファンドの受益権の残存口数が１億口を下回ることとなった場合、繰上償還することが受益者のため有利である
と認めるとき、またはやむを得ない事情が発生したときは、繰上償還させることがあります。

原則として午後３時まで（販売会社により異なる場合がありますので、詳細につきましては販売会社までお問い合
わせください。）

換金価額

換金制限

委託会社は、取引所における取引の停止、外国為替取引の停止、取引市場における流動性が極端に減少した場合、
取引市場の混乱、自然災害、テロ、大規模停電、システム障害等により基準価額の算出が困難となった場合、その
他やむを得ない事情があると判断したときは、購入・換金の受付を中止すること、及び既に受付けた当該申込み
の受付を取り消すことができるものとします。

無期限（設定日　2000年7月31日）信託期間

※ 少額投資非課税制度「NISA（ニーサ）」、未成年者少額投資非課税制度「ジュニアNISA（ニーサ）」および非課税累積投資契約に係る少額

投資非課税制度「つみたてNISA（ニーサ）」をご利用の場合
毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所得が一定期間非課税となります。販売会社で非

課税口座を開設するなど、一定の条件に該当する方が対象となります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

※ 確定拠出年金法に定める加入者等の運用の指図に基づいて購入の申込みを行う資産管理機関および国民年金基金連合会等の場合、所得税およ

び地方税がかかりません。なお、確定拠出年金制度の加入者については、確定拠出年金の積立金の運用にかかる税制が適用されます。

※ 法人の場合は上記とは異なります。

※ 税法が改正された場合等には、税率等が変更される場合があります。税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお

勧めします。

※

※

●

●

※

※

その他の費用・
手数料

以下の費用・手数料等が、ファンドから支払われます。
・監査費用：
　監査法人に支払うファンド監査
　にかかる費用

・売買委託手数料：
　有価証券等の売買の際、売買仲
　介人に支払う手数料

・保管費用：
　有価証券等の保管等のために、
　海外の銀行等に支払う費用

監査費用

ファンドの日々の純資産総額に定率（年0.004752 ％（税抜
0.0044 ％））を乗じた額とし、実際の費用額（年間27 万円（税抜
25 万円））を上限とします。なお、上限額は変動する可能性がありま
す。

その他の費用※

売買委託手数料、外国における資産の保管等に要する費用、信託財産
に関する租税等

「その他の費用」については、運用状況等により変動するものであり、事前に

料率、上限額等を表示することができません。

当該手数料等の合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間、売買金額等に応じて異なりますので、表示することができません。

運用管理費用（信託報酬）を対価とする役務の内容

委託会社 ファンドの運用の対価

販売会社 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の対価

受託会社 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価

委託会社の報酬には、損保ジャパン－TCW外国株式マザーファンドの運用の指図に関する権限を委託したTCW への投資顧問

報酬が含まれます。投資顧問報酬の額は、各ファンドの純資産総額に当該計算期間を通じて毎日、年0.082% 以内の率を乗じ

て得た金額とします。〔ファンドの運用の対価〕

詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

信託財産留保額 ありません。

投資者が直接的に負担する費用

┃ファンドの費用①

購入時手数料
販売会社によるファンドの商品説
明・投資環境の説明・事務処理等の

対価

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用
（信託報酬）

運用管理費用（信託報酬）＝運用期

間中の基準価額×信託報酬率

購入価額に2.16％（税抜2.0％）を上限として販売会社が定めた手数料率
を乗じた額です。

各ファンドの日々の純資産総額に対して年率0.9288％（税抜0.860％）
～1.5876％（税抜1.470％）を乗じた額です。
運用管理費用（信託報酬）は、毎日計上され、毎計算期間の最初の６ヵ月
終了日および毎計算期末または信託終了のときに、ファンドから支払われ
ます。
各ファンドの運用管理費用（信託報酬）及びその配分は以下の通りです。

委託会社 販売会社 受託会社

ハッピーエイジング20 1 .5876 ％(税抜1 .470 %） 0.59% 0.83% 0.05%

ハッピーエイジング30 1 .4580 ％(税抜1 .350 %） 0.53% 0.77% 0.05%

ハッピーエイジング40 1 .2960 ％(税抜1 .200 %） 0.47% 0.68% 0.05%

ハッピーエイジング50 1 .1124 ％(税抜1 .030 %） 0.41% 0.57% 0.05%

ハッピーエイジング60 0 .9288 ％(税抜0 .860 %） 0.35% 0.46% 0.05%

ファンド名 信託報酬率 （年率）
内訳 （税抜 年率）

20枚組の18枚目です
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※ 後述の「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。
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※

※
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※

※

その他の費用・
手数料

以下の費用・手数料等が、ファンドから支払われます。
・監査費用：
　監査法人に支払うファンド監査
　にかかる費用

・売買委託手数料：
　有価証券等の売買の際、売買仲
　介人に支払う手数料

・保管費用：
　有価証券等の保管等のために、
　海外の銀行等に支払う費用

監査費用

ファンドの日々の純資産総額に定率（年0.004752 ％（税抜
0.0044 ％））を乗じた額とし、実際の費用額（年間27 万円（税抜
25 万円））を上限とします。なお、上限額は変動する可能性がありま
す。

その他の費用※

売買委託手数料、外国における資産の保管等に要する費用、信託財産
に関する租税等

「その他の費用」については、運用状況等により変動するものであり、事前に

料率、上限額等を表示することができません。

当該手数料等の合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間、売買金額等に応じて異なりますので、表示することができません。

運用管理費用（信託報酬）を対価とする役務の内容

委託会社 ファンドの運用の対価

販売会社 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理等の対価

受託会社 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行等の対価

委託会社の報酬には、損保ジャパン－TCW外国株式マザーファンドの運用の指図に関する権限を委託したTCW への投資顧問

報酬が含まれます。投資顧問報酬の額は、各ファンドの純資産総額に当該計算期間を通じて毎日、年0.082% 以内の率を乗じ

て得た金額とします。〔ファンドの運用の対価〕

詳細につきましては、販売会社までお問い合わせください。

信託財産留保額 ありません。

投資者が直接的に負担する費用

┃ファンドの費用①

購入時手数料
販売会社によるファンドの商品説
明・投資環境の説明・事務処理等の

対価

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

運用管理費用
（信託報酬）

運用管理費用（信託報酬）＝運用期

間中の基準価額×信託報酬率

購入価額に2.16％（税抜2.0％）を上限として販売会社が定めた手数料率
を乗じた額です。

各ファンドの日々の純資産総額に対して年率0.9288％（税抜0.860％）
～1.5876％（税抜1.470％）を乗じた額です。
運用管理費用（信託報酬）は、毎日計上され、毎計算期間の最初の６ヵ月
終了日および毎計算期末または信託終了のときに、ファンドから支払われ
ます。
各ファンドの運用管理費用（信託報酬）及びその配分は以下の通りです。

委託会社 販売会社 受託会社

ハッピーエイジング20 1 .5876 ％(税抜1 .470 %） 0.59% 0.83% 0.05%

ハッピーエイジング30 1 .4580 ％(税抜1 .350 %） 0.53% 0.77% 0.05%

ハッピーエイジング40 1 .2960 ％(税抜1 .200 %） 0.47% 0.68% 0.05%

ハッピーエイジング50 1 .1124 ％(税抜1 .030 %） 0.41% 0.57% 0.05%

ハッピーエイジング60 0 .9288 ％(税抜0 .860 %） 0.35% 0.46% 0.05%

ファンド名 信託報酬率 （年率）
内訳 （税抜 年率）

●委託会社受賞歴

●「ハッピーエイジング・ファンド」受賞歴

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するものではありません）の提

供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関

する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当

な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉに帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。

「投資信託／総合部門」の各カテゴリーは、受賞運用会社の該当ファンドの平均的な運用実績を評価したもので、受賞運用会社の全ての個別ファンドについて運用実績が優れて

いることを示すものではありません。

┃損保ジャパン日本興亜アセットマネジメントはＲ＆Ｉファンド大賞2017 の

「投資信託／総合部門」においてバランス総合「優秀賞」を受賞しました。

┃「ハッピーエイジング６０」はＲ＆Ｉファンド大賞2018 の

「iDeCo・DC バランス安定部門」において「最優秀ファンド賞」を受賞しました。

┃損保ジャパン日本興亜アセットマネジメントはＲ＆Ｉファンド大賞2010 の

「投資信託／総合部門」において国内株式総合「優秀賞」を受賞しました。

┃「ハッピーエイジング６０」はＲ＆Ｉファンド大賞2018 の

「NISA バランス安定部門」において「優秀ファンド賞」を受賞しました。

┃損保ジャパン日本興亜アセットマネジメントはＲ＆Ｉファンド大賞2018 の

「投資信託／総合部門」においてバランス総合「最優秀賞」を受賞しました。

20枚組の19枚目です
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当資料のご利用にあたっての注意事項
当資料は、損保ジャパン日本興亜アセットマネジメント株式会社により作成された販売用資料であり、法令に基づく開示書類
ではありません。当ファンドの購入のお申込みの際には販売会社より投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめ、または
同時にお渡しいたしますので、必ずお受け取りの上、詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

当ファンドは、値動きのある証券に投資しますので、基準価額は大きく変動します。また、外貨建て資産に投資する場合に
は、為替リスクがあります。投資信託は、リスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動します。したがって、
元本が保証されているものではありません。

当資料に記載されている各数値は四捨五入して表示していることがありますので、誤差が生じている場合があります。

当資料に記載されている各事項につきましては、正確性を期しておりますが、その正確性を保証するものではありません。当
資料に記載の当社の意見等は予告なく変更することがあります。

信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者の皆様に帰属します。投資に関する最終決定はご自身の判断でなさるよう
お願い申し上げます。

投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。

登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の保護の対象ではありません。

当資料に記載されているグラフ・数値等は過去の実績を示したものであり、将来の運用成果を保証するものではありません。
分配金に関しては、運用状況によっては、分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。

ファンドマネージャーのコメント、方針、その他の予測数値等については、作成時点での投資判断を示したものであり、将来
の市況環境の変動等により、当該運用方針やその他予測数値等が変更される場合があります。また、記載した内容は、将来の
市況環境の変動等を保証するものではありません。

＜備考欄の表示について＞

※１　記載の日付より新規お取扱いを開始します。

※２　記載の日付以降の新規お取扱いを行いません。

※３　新規のお取扱いを行っておりません。

＜ご留意事項＞

・上記掲載の販売会社は、今後変更となる場合があります。

・上記掲載以外の販売会社において、お取扱いを行っている場合があります。

・詳細は販売会社または委託会社までお問い合わせください。
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●委託会社受賞歴

●「ハッピーエイジング・ファンド」受賞歴

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するものではありません）の提

供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、金融商品取引業等に関

する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に関しては、信用格付行為に不当

な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉに帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。

「投資信託／総合部門」の各カテゴリーは、受賞運用会社の該当ファンドの平均的な運用実績を評価したもので、受賞運用会社の全ての個別ファンドについて運用実績が優れて

いることを示すものではありません。

┃損保ジャパン日本興亜アセットマネジメントはＲ＆Ｉファンド大賞2017 の

「投資信託／総合部門」においてバランス総合「優秀賞」を受賞しました。

┃「ハッピーエイジング６０」はＲ＆Ｉファンド大賞2018 の

「iDeCo・DC バランス安定部門」において「最優秀ファンド賞」を受賞しました。

┃損保ジャパン日本興亜アセットマネジメントはＲ＆Ｉファンド大賞2010 の

「投資信託／総合部門」において国内株式総合「優秀賞」を受賞しました。

┃「ハッピーエイジング６０」はＲ＆Ｉファンド大賞2018 の

「NISA バランス安定部門」において「優秀ファンド賞」を受賞しました。

┃損保ジャパン日本興亜アセットマネジメントはＲ＆Ｉファンド大賞2018 の

「投資信託／総合部門」においてバランス総合「最優秀賞」を受賞しました。

20枚組の20枚目です


